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　鉄道保安総合委員会において、安全の具体的目標である「安全重点施策」を各部署ごとに定めています。 

安全重点施策 

　安全重点施策の運用状況は以下の通りです。課題を検証し、施策を実施することで安全管理のPDCAを確立していきます。 

安全重点施策の概況（総括） 

【平成19年度安全重点施策】 【平成19年度実績】 

● 安全基本方針の周知 
● 安全管理体制の確立 

● 安全基本方針の周知活動の実施 
● 安全管理規程運用のための社内規程などの整備 
● 運転保安に関するヒヤリハットを報告する体制づくり 

安全重点施策 

→ 

各部署での安全対策 各部署の安全対策の実施 → 
＋ ＋ 

・ 安全管理規程に関連する規程類を整備する。　 
・ 整備した規程類の教育訓練を実施し、周知徹底を図る。 
・ 運転保安に対するヒヤリハットを報告する体制を確立する。 
・ 乗務員指導管理者による乗務員の資質要件の適切な管理を行う。 

・ 安全管理規程について職場ミーティングなどを通じ部員に教育し周知徹底する。 
・ 中之島高速鉄道からの受託業務の施行に際し、建設部門と保守部門との情報共有を徹底する。 
・ 天満橋駅の新線取付部において、保守部門との協議・調整を確実に行い、無事故で新線開通を迎える。 

・ 事故の防止対策など安全性の向上を図るため、各部門へのアンケート、 
  ヒアリング、調査を実施し、輸送の安全確保に必要な要因を検討分析し、 
  安全に関する設備投資計画、予算計画を立案する。 

・ 安全マネジメント監査を円滑に実施し、安全マネジメント態勢のチェック体制を確立する。 
・ 鉄道各部門のヒヤリハットを集約し、有効活用できる体制を作る。 

・ 安全管理規程について業務研修会などで部員に教育し周知徹底する。 
・ ヒヤリハットの報告体制を確立する。 

・ 安全教育の徹底により、線路内および接近作業時における触車事故を防止する。 

・ 運転保安に対するヒヤリハットを報告する体制を整備する。 
・ 教育・指導の機会を中心に乗務員とのコミュニケーションを改善する。 

・ 耐震補強工事/高架橋補強、橋梁耐震補強 
・ 火災対策設備工事/地下駅防炎シャッター新設、地下駅居室排煙設備新設 

・ 総合指令所システム更新/列車運行管理システム、電力管理システム 
・ ホーム上安全対策工事/列車接近表示器新設、ホーム異常通報装置新設 

・ 安全管理規程に関連する規程類を整備する。 
・ 整備した規程類の教育訓練を実施し、周知徹底を図る。 
・ 運転保安に対するヒヤリハットを報告する体制を確立する。 

・ 安全管理規程に関連する規程類を整備する。 
・ 整備した規程類の教育訓練を実施し、周知徹底を図る。 
・ 運転保安に対するヒヤリハットを報告する体制を確立する。 

・ 車両代替更新/中之島線開業に伴う新型車両製作 
・ 車両機器の更新/列車無線機、ＡＴＳ受信器、主電動機　 
・ 運転状況記録装置新設 

・ 運転保安に関係する「事故の芽情報」についてヒヤリハットを集約し、事故の未然防止を図る。 
・ 全係員対象の「運転保安に関する意見交換会」を実施し、現場と管理側のコミュニケーションを図る。 

鉄道企画部（企画担当） 

鉄道企画部（保安担当） 

鉄道事業部（運転担当） 

鉄道事業部（工務担当） 

 

鉄道事業部（電気担当） 

 

鉄道事業部（車両担当） 

 

大津鉄道事業部 

 

お客さまサービス事業部 

 

中之島新線建設部 

安全管理体制の確立 

安全管理体制の確立 

内部コミュニケーションの改善 

安全管理体制の確立 

安全関連投資の実施 

安全管理体制の確立 

安全関連投資の実施 

安全意識の向上と事故防止策 

安全関連投資の実施 

安全管理体制の確立 

安全管理体制の確立 

触車事故の防止 

安全管理体制の確立 

平成19年度安全重点施策 




